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全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇◇ 全全国国税税ホホーームムペペーージジ ◇◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

〈
出
題
〉
九
段

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉
飛
車
の
守
り
に

注
意
す
る
。（
10
分
で
二
段
）

持
駒
　
飛
銀
銀最

大
震
度
６

強
を
記
録
し

た
岩
手
・
宮

城
内
陸
地

震
、
栗
原
市

周
辺
部
山
間

地
の
震
災
に
心
が
痛
む
。
秋

田
・
岩
手
両
県
境
に
接
す
る

10
町
村
が
合
併
し
人
口
約
８

万
人
、
面
積
は
東
京
23
区
よ

り
広
い
▼「
平
成
の
大
合
併
」

で
職
員
の
６
割
が
本
庁
機
構

に
集
中
し
、
総
合
支
所
に
な

っ
た
旧
町
村
役
場
の
職
員
は

６
割
強
減
少
し
た
▼
「
前
の

地
震
（
03
年
）
の
時
は
そ
の

日
の
う
ち
に
役
場
の
職
員
が

来
て
相
談
に
の
っ
て
く
れ

た
」
が
、「
今
回
は
、
震
災

後
、
市
か
ら
は
何
の
知
ら
せ

も
な
い
」
状
況
に
変
わ
っ
た

▼
現
場
に
近
い
支
所
は
人
手

も
財
政
も
権
限
も
な
く
、

「
何
で
も
本
庁
に
お
伺
い
を

た
て
る
」
こ
と
に
住
民
は
憤

慨
。
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
が
多
い
地
域
で
の
生
活
再

建
に
は
、「
現
場
力
」
を
発

揮
で
き
る
よ
う
総
合
支
所
の

機
能
拡
充
が
不
可
欠
。

国公労連・全国税　交渉と行動を集中

税務職水準差拡大を求める
民
間
の
春
闘
相
場
は
昨
年

な
み
の
水
準
に
と
ど
ま
り
、

今
夏
の
一
時
金
改
善
状
況
も

昨
年
な
み
と
の
報
道
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
過
労
で
多
く
の
職
員
が

身
体
を
壊
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
全
や
退
職
者
が
増
え

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
人
減
ら

し
だ
け
進
め
、
社
保
庁
を
解

体
し
新
組
織
に
移
行
す
る
な

ら
、
年
金
業
務
に
対
応
で
き

な
く
な
る
」
―
現
場
の
労
働

者
か
ら
こ
う
し
た
悲
痛
な
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
年
金
業

務
・
組
織
再
生
会
議
は
６
月

30
日
、「
日
本
年
金
機
構
の

当
面
の
業
務
運
営
に
関
す
る

た
っ
て
は
、
各
職
場
と
職
員

の
合
意
と
納
得
が
得
ら
れ
る

よ
う
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
も
同
様
で
す
。

昨
年
の
報
告
で
、
人
事
院

は
「
実
態
に
合
っ
た
適
切
な

給
与
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
、

必
要
な
方
策
に
つ
い
て
検
討

す
る
」
と
表
明
し
、
ま
も
な

く
非
常
勤
職
員
の
給
与
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
題
は
そ
の
中
身
で
、
①

常
勤
職
員
の
職
務
と
類
似
す

る
当
該
非
常
勤
職
員
の
俸
給

を
ど
の
水
準
に
定
め
る
の

か
、
②
通
勤
手
当
を
ど
う
改

善
す
る
の
か
、
③
長
期
に
わ

た
っ
て
勤
務
す
る
非
常
勤
職

員
に
対
し
、
期
末
手
当
に
相

当
す
る
金
額
を
ど
の
程
度
支

給
す
る
の
か
等
々
、
改
善
す

べ
き
事
項
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
給
与
以
外

の
労
働
条
件
も
ど
う
改
善
し

て
い
く
の
か
が
焦
点
で
す
。

法
の
再
検
討
も
含
め
た
改
善

を
図
る
か
が
焦
点
で
す
。

原
油
価
格
等
が
高
騰
す
る

中
、
寒
冷
地
手
当
や
マ
イ
カ

ー
通
勤
手
当
等
の
改
善
を
求

め
る
声
に
応
え
る
か
、
人
事

院
の
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

問
題
は
税
務
職
水
準
差
の

拡
大
で
す
。
特
に
４
〜
６
級

の
水
準
差
を
大
幅
に
改
善

し
、
率
・
額
と
も
目
に
見
え

る
ア
ッ
プ
が
焦
点
で
す
。

こ
と
し
の
民
間
調
査
で
も

平
均
勤
務
時
間
は
大
き
く
変

わ
る
は
ず
も
な
く
、
必
ず
所

定
勤
務
時
間
の
短
縮
を
勧
告

す
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
関

連
す
る
制
度
の
見
直
し
に
あ

す
る
差
別
を
続

け
る
庁
当
局
に

断
固
抗
議
し
、

「
誰
も
が
定
年
退

職
を
６
級
で
迎

え
ら
れ
る
職
場
」

に
し
て
い
く
た

た
か
い
を
一
層

強
化
し
て
い
き

ま
す
。

全
体
的
に
見
れ
ば
「
前
年

踏
襲
型
」
の
人
事
と
な
っ
て

お
り
、
組
合
差
別
は
温
存
し

た
ま
ま
で
す
。

職
場
全
体
の
選
別
・
差
別

人
事
を
強
行
す
る
「
テ
コ
」

と
し
て
全
国
税
組
合
員
に
対

各
１
、
国
専
８
期
１
、
10
期

１
名
で
す
。

官
職
別
で
は
、
特
官
14
、

統
括
官
８
、
国
際
税
務
専
門

官
（
資
産
担
当
）
１
、
評
価

専
門
官
１
と
な
っ
て
い
ま
す

（
国
税
官
は
初
め
て
）。

７
月
３
日
、
全
国
税
組
合

員
24
名
に
対
し
６
級
ポ
ス
ト

発
令
の
内
示
が
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
と
同
数
で
す
。

来
年
の
３
月
定
年
退
職
を

迎
え
る
27
期
の
発
令
は
１
名

に
と
ど
ま
り
、
５
名
に
内
示

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

期
・
採
用
別
の
内
訳
は
、

普
通
科
27
期
１
、
28
期
２
、

29
期
３
、
30
期
４
、
31
期
４
、

32
期
３
、
33
期
２
、
34
期
１
、

昭
47
年
と
48
年
採
用
女
性
が

「前年度踏襲型」人事
差別温存に抗議する

●
訂
正
●

前
号
で
勤
勉
手

当
支
給
額
を
、
誤
っ
て
「
俸

給
十
扶
養
手
当
十
地
域
手
当

…
」
と
し
ま
し
た
。
扶
養
手

当
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
訂

正
し
ま
す
。

全国税労働組合「第66回定期大会」を次の
とおり開催しますので、規約23条により告示
します。

記
【日　時】 2008年8月22日（金）～24日（日）
【会　場】 ホテル機山館（きざんかん）

東京都文京区本郷４ー37ー20 
03(3812)1211 FAX 03(3816)1218

【主な議題】
①　2007年度一般経過報告など諸報告
②　2007年度決算報告
③　2008年度運動方針（案）
④　2008年度財政方針（案）
⑤　2008年度税研運動方針（案）
⑥　役員・中央委員の選出
⑦　その他

以上
2008年7月10日

全国税労働組合　中央執行委員長　山口　潤一郎

基
本
的
方
針
に
つ
い
て
・
最

終
整
理
」
を
と
り
ま
と
め
、

政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

現
場
で
は
、
①
４
月
か
ら

６
月
の
３
ヵ
月
で
19
日
の
休

日
開
庁
、
10
人
に
１
人
が
過

労
死
認
定
基
準
の
月
平
均
80

時
間
を
超
え
る
残
業
、
②
年

金
電
話
相
談
や
記
録
の
転
記

業
務
を
非
正
規
職
員
に
任
せ

た
た
め
大
量
の
ミ
ス
が
発
生

し
、
25
万
件
全
て
や
り
直
す

な
ど
、
異
常
な
事
態
が
続
発

し
て
い
ま
す
。

機
構
発
足
時
に
現
在
の
人

員
を
３
０
０
０
人
余
削
減
す

る
等
々
の
「
最
終
整
理
」
は
、

公
的
年
金
業
務
の
継
続
性
や

安
定
性
、
専
門
性
を
喪
失
さ

せ
、
職
員
が
安
ん
じ
て
業
務

に
専
念
で
き
る
体
制
を
根
底

か
ら
突
き
崩
す
も
の
で
す
。

国
公
労
連
・
全
国
税
は
、

多
く
の
労
組
・
諸
団
体
と
と

も
に
「
国
の
責
任
で
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
年
金
制
度
を

つ
く
る
連
絡
会
」
を
立
ち
上

げ
、
国
民
か
ら
期
待
さ
れ
る

年
金
業
務
を
拡
充
す
る
た

め
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る

人
員
体
制
の
充
実
等
を
申
し

入
れ
て
き
ま
し
た
。

国
民
の
共
有
財
産
で
も
あ

り
、
老
後
の
命
綱
で
も
あ
る

公
的
年
金
に
対
す
る
国
の
運

営
責
任
と
、
安
定
的
な
業
務

運
営
が
極
め
て
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
最
終
整
理
」
で
は
、

業
務
の
外
部
委
託
推
進
を
求

め
、
懲
戒
処
分
歴
を
口
実
に

選
別
採
用
、
分
限
免
職
を
企

図
し
て
い
ま
す
。

年
金
記
録
問
題
対
応
等
で

健
康
や
家
庭
を
犠
牲
に
し
て

頑
張
っ
て
い
る
職
員
を
切
り

捨
て
る「
機
構
の
基
本
計
画
」

策
定
に
反
対
す
る
と
同
時

に
、
広
く
国
民
の
意
見
を
聞

く
な
ど
し
て
国
民
が
安
心
・

信
頼
で
き
る
年
金
制
度
を
確

立
す
る
よ
う
強
く
求
め
て
い

き
ま
す
。

第66回 定期大会告示

し
か
し
、「
給
与
構
造
見

直
し
」
で
俸
給
表
改
善
を
求

め
る
声
は
切
実
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
官
民

較
差
が
大
き
い
初
任
給
の
改

善
が
大
き
な
焦
点
で
す
。
一

時
金
に
つ
い
て
も
、
比
較
方

08
春
闘
時
、
人
事
院
は
「
民
間
準
拠
一
辺
倒
で
、
比

較
企
業
規
模
も
50
人
以
上
に
固
執
し
、
時
短
へ
の
具
体

的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
も
な
い
ま
ま
先
送
り
す
る
」
極
め
て

不
満
な
対
応
に
終
始
し
ま
し
た
。

人
減
ら
し
や
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
が
続
き
、
現
場
職

員
の
疲
弊
も
進
ん
で
い
る
中
、
国
公
労
連
・
全
国
税
は

08
人
勧
に
む
け
、
①
初
任
給
を
は
じ
め
と
し
た
賃
金
等

の
改
善
、
②
所
定
勤
務
時
間
の
短
縮
、
③
非
常
勤
職
員

の
処
遇
改
善
を
重
点
に
掲
げ
、
交
渉
・
行
動
を
積
み
上

げ
て
い
ま
す
。
以
下
、
重
点
課
題
の
焦
点
で
す
。

■
賃
金
等
の
改
善
■

■
非
常
勤
職
員
の
処
遇
■

■
勤
務
時
間
の
短
縮
等
■

▼
　
全
国
税
組
合
員
に
対
す
る
６
級
ポ
ス
ト
発
令
推
移

６
級
ポ
ス
ト
内
示
24
名
ど
ま
り

全
国
税

組
合
員

社保庁職場の無法状態
ただちに是正を！

使用者責任を果たせと厚労省に申し入れ
国
の
責
任
で
、
安
心
の

年
金
制
度
を
つ
く
れ

08年人勧 賃
金
改
善
、
勤
務
時
間
短
縮
、
非
常
勤
の
処
遇
改
善
が
焦
点

10



第 1 8 7 9 号 （ 2）２００ 8年 ７月 1 5日

〈
解
答
〉

〈
解
説
〉

全
部
つ
け
る
気
で
す
か

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

今
日
、
会
計
長
が
鍵
の

つ
い
て
い
な
い
書
架
に
ど

こ
か
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
買
っ
て
き
た
よ
う
な
鍵

を
つ
け
て
い
ま
す
。
聞
く

と
、「
局
の
監
査
で
指
摘

さ
れ
ま
し
た
」と
の
こ
と
。

鍵
の
つ
い
て
い
な
い
物
は

随
分
と
あ
る
の
に
全
部
に

つ
け
る
気
で
す
か
ね
え
。

な
ん
と
冷
た
い
回
答

【
東
北
地
連
】

事
前
の
打
診
、
内
示
期

間
拡
大
要
求
に
対
し
て
、

局
長
は
「
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
」
と
突
っ
ぱ
ね
た
。

な
ん
と
冷
た
い
回
答
な
ん

だ
ろ
う
。

理
由
と
し
て
色
々
言
う

が
他
省
庁
と
の
比
較
で
も

劣
悪
な
国
税
の
配
転
制
度

を
差
置
い
て
、
こ
ん
な
回

答
は
酷
す
ぎ
る
。

常
に
言
わ
れ
る
の
は

「
公
務
の
要
請
」
だ
。
国

税
で
も
色
々
な
不
祥
事
が

相
次
ぎ
、
当
局
自
身
が

「
第
二
の
社
保
庁
」
を
懸

念
す
る
ま
で
至
っ
て
い
る

の
は
、
職
員
の
モ
ラ
ル
ば

か
り
で
は
な
く
、
公
務
の

要
請
最
優
先
の
制
度
の
弊

害
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
。当

局
は
、
職
員
に
は
明

ら
か
に
し
な
い
配
転
の
運

用
基
準
を
持
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
が
、
そ
の
基
準
を

明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
改

善
し
な
け
れ
ば
「
希
望
尊

ず
や
め
さ
せ
ま
す
」

こ
れ
は
、
明
石
で
の
団

体
交
渉
で
の
署
長
回
答
で

す
。一

方
、
北
大
阪
支
部
内

の
あ
る
署
長
は
、
自
ら
パ

ワ
ハ
ラ
を
し
て
い
る
と

か
。
署
長
も
ピ
ン
か
ら
キ

リ
ま
で
と
い
う
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

シ
ス
テ
ム
変
更
は

現
場
実
験

【
東
海
・
熱
田
分
会
】

コ
ン
ビ
ニ
で
税
金
が
納

付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
担
当
部

門
で
は
、
納
税
告
知
書
を

発
行
す
る
に
あ
た
り
不
完

全
な
シ
ス
テ
ム
変
更
で
不

具
合
が
沢
山
あ
り
大
変
で

し
た
。
な
に
か
シ
ス
テ
ム

の
現
場
実
験
を
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ま
と
も
な
シ
ス
テ
ム
に

し
て
か
ら
施
行
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

果
た
し
て
当
局
は
、
担

当
者
が
ど
れ
だ
け
苦
労
し

て
い
る
の
か
、
理
解
し
て

も
ら
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

処
分
よ
り
キ
ツ
イ

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

三
年
目
、
地
域
手
当
ゼ

ロ
＝
減
給
10
分
の
１
、
12

ヵ
月
に
。

非
行
事
件
、
処
分
下

る
！減

給
10
分
の
１
、
三
ヵ

月
。な

ん
や
、
地
域
手
当
ゼ

ロ
の
ほ
う
が
キ
ツ
イ
や
な

い
か
。

重
」
に
は
近
づ
か
な
い
。

署
長
も
ピ
ン
か
ら

キ
リ
ま
で

【
近
畿
地
連
】

「
パ
ワ
ハ
ラ
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思

っ
て
い
る
。
私
が
一
番
キ

ラ
イ
な
の
が
権
力
を
傘
に

着
て
威
張
り
散
ら
す
こ

と
。
恥
ず
べ
き
こ
と
、
や

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

あ
る
。
パ
ワ
ハ
ラ
が
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
私
に
言
っ

て
き
て
も
ら
い
た
い
。
必

第
三
五
回青

年
部
定
期
大
会
告
示

全
国
税
労
働
組
合
青
年
部
第
三
五
回
定
期
大
会
を
次

開
催
し
ま
す
の
で
青
年
部
規
約
第
８
条
に
よ
り
告
示

し
ま
す
。

記

●
日

時

八
月
二
三
日
（
土
）

一
〇
時
か
ら

●
会

場

ホ
テ
ル
機
山
館
（
き
ざ
ん
か
ん
）

東
京
都
文
京
区
本
郷
四
ー
三
七
ー
二
〇

電
話

〇
三
（
三
八
一
二
）
一
二
一
一

●
お
も
な
議
題
●

①
一
般
経
過
報
告
、
②
二
〇
〇
八
年
度
運

動
方
針
、
③
二
〇
〇
七
年
度
決
算
報
告
・

同
決
算
報
告
、
④
二
〇
〇
八
年
度
財
政
方

針
、
⑤
役
員
選
出
、
⑥
そ
の
他

二
〇
〇
八
年
七
月
一
〇
日

全
国
税
労
働
組
合
青
年
部
長

木
村

和
由

行
進
し
た
各
市
町
の
議
員
か

ら
、「
非
核
日
本
宣
言
」
を

政
府
に
求
め
る
地
方
議
会
か

ら
の
意
見
書
採
択
が
進
ん
で

【
宮
城
県
支
部
】
宮
城
県
・

角
田
市
か
ら
福
島
県
・
新
地

町
へ
の
引
継
行
進
に
毎
年
参

加
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

14
日
に
発
生
し
た
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
の
余
震
の
不
安

と
霧
雨
の
降
る
中
、
６
月
22

日
（
日
）
に
Ｏ
Ｂ
や
家
族
を

含
む
６
名
が
参
加
。
一
緒
に

い
る
と
の
力
強

い
報
告
を
受

け
、
一
歩
二
歩

宮
城
、新
潟
、福
井
県
内
を
行
進

の
積
み
重
ね
の
成
果
だ
と
励

ま
さ
れ
な
が
ら
、
福
島
県
へ

の
引
継
を
無
事
終
了
し
ま
し

た
。

【
新
潟
県
支
部
】
坂
井
は
三

条
市
か
ら
見
附
市
ま
で
、
仲

林
・
高
橋
は
長
岡
市
厚
生
会

つ
け
る
…
…
職
員
の
能
力
の

発
揮
を
阻
害
し
…
…
執
務
環

境
に
多
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ

す
重
大
な
問
題
」
―
こ
う
訓

示
す
る
局
長
と
く
ら
べ
、
長

官
の
問
題
意
識
の
希
薄
さ
が

際
立
っ
て
い
ま
す
。

沿
道
の
住
民
や
公
民
館
な
ど

か
ら
、
特
に
ご
年
配
の
方
々

か
ら
、
盛
ん
に
声
援
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
本
隊

余
名
の
命
を

奪
わ
れ
た
地

で
も
あ
り
、

館
か
ら
関
原
ま
で
歩
き
ま
し

た
。
長
岡
市
は
第
２
次
世
界

大
戦
で
新
潟
県
内
で
唯
一
無

差
別
爆
撃
を
受
け
、
千
五
百

は
柏
崎
市
へ
、
明
日
以
降
の

各
自
治
体
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と

さ
ら
な
る
行
進
の
た
め
に
長

岡
市
を
後
に
し
ま
し
た
。

【
福
井
支
部
】
福
井
市
役
所

か
ら
ベ
ル
ま
で
全
国
税
福
井

支
部
か
ら
２
名
が
行
進
し
ま

し
た
。
市
役
所
幹
部
か
ら
丁

寧
な
歓
迎
の
挨
拶
、
冷
た
い

お
茶
な
ど
の
接
待
を
受
け
ま

し
た
。
例
年
、
雨
模
様
の
中

で
の
参
加
で
し
た
が
、
今
年

は
晴
天
の
下
、
気
持
ち
よ
く

参
加
で
き
ま
し
た
。
沿
道
の

カ
ン
パ
は
、
一
日
合
計
１
７

３
８
２
円
で
し
た
。

最
悪
の
確
申
期
調
査
件
数
ア
ッ
プ

唯
我
独
尊
で
続
行
を
指
示

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
策
指
示
な
し

長官が指示した「特留事項」
現場の苦悩を検証した形跡なし

「
各
事
務
系
統
に
共
通
す

る
事
項
」
で
は
、
事
務
の
効

率
化
の
推
進
の
柱
と
し
て
、

①
内
部
事
務
一
元
化
の
全
署

実
施
に
向
け
た
取
組
、
②
電

話
相
談
集
中
化
の
全
署
拡
大

を
あ
げ
、
ｅ–

T
a
x
の
普

及
に
向
け
た
取
組
を
強
調
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
現

場
が
抱
え
て
い
る
諸
問
題
を

検
証
し
た
形
跡
は
な
く
、
相

変
わ
ら
ず
現
場
に
丸
投
げ
す

る
指
示
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
職
場
環
境
の
整
備
」
の

項
で
は
、
最
初
に
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
な
い
明
る
く
風
通
し

よ
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
あ

げ
、
つ
づ
け
て
健
康
管
理
の

向
上
、
休
憩
時
間
の
確
保
、

超
過
勤
務
の
縮
減
等
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
等
を

最
悪
だ
っ
た
確
申
期
を
ど

う
改
善
す
る
の
か
も
、「
特

留
事
項
」
か
ら
は
ま
っ
た
く

見
え
て
き
ま
せ
ん
。

「
初
回
来
署
型
電
子
申
告

の
導
入
」
や
「
昼
休
み
対
応
」

の
検
証
・
改
善
策
は
見
当
た

ら
ず
、
巡
回
指
導
の
実
施
・

ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
活
用
、
署

外
会
場
の
設
置
等
を
ら
列
し

た
相
談
体
制
の
整
備
、
非
常

勤
職
員
等
を
活
用
し
た
事
務

処
理
構
築
、
不
正
還
付
へ
の

対
応
等
、
前
年
踏
襲
の
指
示

に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
申

告
・
納
税
の
推
進
」
で
は
、

現
場
を
あ
お
っ
た
「
初
回
来

署
型
電
子
申
告
」
の
初
の
字

も
あ
り
ま
せ
ん
。あ
る
の
は
、

「
相
談
来
署
者
に
は
翌
年
以

降
の
自
宅
に
お
け
る
ｅ–

T

a
x
又
は
作
成
コ
ー
ナ
ー
の

利
用
が
期
待
で
き
る
作
成
コ

ー
ナ
ー
用
パ
ソ
コ
ン
（
ｅ–

T
a
x
又
は
書
面
）
を
積
極

的
に
活
用
す
る
」「
施
策
の

趣
旨
に
則
っ
た
活
用
を
図

る
」と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。

ま
た
、
苦
情
が
殺
到
し
た
ヘ

ル
プ
デ
ス
ク
へ
の
対
応
策
は

全
く
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

法
人
課
税
で
は
、
引
き
続

き
調
査
・
接
触
件
数
ア
ッ
プ

で
現
場
を
し
ば
る
指
示
を
強

め
て
い
ま
す
。

そ
の
柱
は
、
①
調
査
項
目

を
絞
っ
た
重
点
的
な
調
査

（
重
点
項
目
調
査
）、
実
態
確

指
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
未
然
防
止
の
た
め
の
踏
み

込
ん
だ
指
示
は
今
年
も
見
当

た
り
ま
せ
ん
。

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
は
、

被
害
者
の
人
権
や
尊
厳
を
傷

６
月
24
日
、
平
成
20
事
務
年
度
に
お
け
る
事

務
運
営
に
当
た
り
特
に
留
意
す
べ
き
事
項
を
定

め
た
長
官
指
示
が
局
Ｗ
Ａ
Ｎ
に
登
載
さ
れ
ま
し

た
。
各
事
務
系
統
に
共
通
す
る
事
項
、
課
税
部

（
部
門
）
の
事
務
運
営
、
管
理
・
徴
収
事
務
の

運
営
に
分
け
た
「
特
留
事
項
」
は
、
現
場
を
引

き
回
す
方
針
が
書
き
込
ま
れ
、
労
働
強
化
に
拍

車
を
か
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

認
、
書
面
照
会
…
と
い
っ
た

実
地
調
査
以
外
の
接
触
を
組

み
合
わ
せ
、
②
署
長
・
副
署

長
等
は
「
計
画
兼
事
績
表

（
指
令
表
）」
等
の
決
裁
を
通

じ
て
「
個
々
の
事
案
の
進
行

管
理
…
に
つ
い
て
、
適
時
・

適
切
な
指
導
を
行
う
」
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。

庁
が
指
示
し
た
「
特
留
事

項
」
を
も
と
に
、
ま
も
な
く

各
局
の
事
務
計
画
と
運
営
方

針
が
具
体
化
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
想
定
さ
れ
る
労
働
強
化

等
の
問
題
点
を
追
跡
し
て
い

き
ま
す
。

写真は、上から宮城県支部、新潟
県支部、福井支部のみなさん


